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　173点のご応募がありました！

　式典では最後の数枚の封入を行いました。2023年 

（令和５年）に開封するまで大切に保管し、令和５年度

の「ふれ愛フェスティバル」で展示します。

1．今と未来をつなぐ『タイムカプセル』

2．みんなの『笑顔の写真』を集めよう

3．みんなの思いを一つに『一つの作品を作ろう』

　30点 の ご 応 募 が

ありました！

　当日は式典会場を

囲むよう四方に展示

しました。

　121団体の皆様にご協力いただき、1,351枚のメッセージが集まり、

それを貼り合わせ縦2.25ｍ・横7.35ｍのひとつの作品を完成させま

した。

　式典終了後には自分の書いたメッセージを探したり、写真を撮るな

ど出来上がった作品を眺めておられました。

　『一つの作品を作ろう』協力団体一覧につきましては、社協ホーム

ページに記載しております。

ご協力・ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。
当日の様子をホームページに掲載しておりますので是非ご覧ください。

　３月11日　みんなの思いをつなげようプロジェクト公開式典を行いました。
　新型コロナウイルス感染予防対策として入場制限を行い、87名もの皆様にお集まり
いただき、無事開催することができました。
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令和3年度 村上市社会福祉協議会 事業計画
◆基本方針要点◆

①�「誰もが相談でき、情報が得られる地域づくり」心配ごと相談所、資金貸付、生活困窮者自立
支援は体制充実、広報誌「社協むらかみ」は委員会を設置し市民への情報提供の充実。
②�「みんなで寄り添い、つながる地域づくり」生きづらさ抱える人への支援事業の継続。助け合
いの仕組みづくり支援事業の実施。
③�「支え合い、安心して暮らせる地域づくり」�居場所推進・支援事業など引続き実施。協力会員
増強養成講座、市民後見人養成講座、フォローアップ講座の開催。介護事業の運営。
④�「誰もが活躍できる地域づくり」�ハッピーボランティアポイント事業、福祉体験学習、ボラン
ティア養成講座等実施。

◆事業実施計画◆
【法人運営】� 【生活支援事業】
（１）組織の充実・強化� （１）困りごとを気軽に相談できる体制の構築
（２）財政基盤の強化� （２）生活困窮者自立支援事業の充実
（３）人材育成� （３）権利擁護活動の推進
（４）災害時の事業継続に向けた取組　
（５）広報啓発事業の充実
【地域福祉事業】� 【介護サービス事業】
（１）住民相互の支えあい活動の推進� （１）介護事業所の安定した運営の確立
（２）要支援者の在宅福祉サービスの充実� （２）人材確保
（３）ボランティアセンターの機能充実� （３）経費節減の取組
（４）福祉教育・人材育成事業� （４）在宅生活の継続のための支援
（５）福祉団体等支援事業
（６）地域福祉活動計画の推進
（７）災害に備えた体制づくり

令和３年度予算総額　859,751千円
社会福祉事業会計　　819,339千円
公益事業会計　　　　  40,412千円

※詳しくは村上市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

令和3年度 社会福祉協議会会員加入のお願い
　村上市社会福祉協議会は、「福祉で笑顔のまちづくり」のため、社会福祉に関する事業や活動を行っ
ております。皆さまからお寄せいただく社会福祉協議会会費は、地域福祉活動を支える大切な財源
となっております。社会福祉協議会の事業・活動にご理解いただき、会費の納入にご協力いただき
ますようお願いいたします。
　なお、会費納入封筒の配布時期は、地域によって異なりますので、予めご了承ください。

一般会員 （一世帯） 賛助会員 （個人･団体･企業）

一口　500円 一口　1,000円

（繰越金を除く）



　誰もが安心して暮らし続けられる地域になるよう、自治会・町内会等で住民同士が助け合いの
仕組みを作り、主体的に生活支援活動をするための活動資金を助成します。

対 象 団 体� 自治会・町内会、ボランティアグループ等生活支援に取り組む団体�
対 象 事 業	

助 成 金 額� １団体　上限３万円�
� （助成総額は100万円とし、１年度１団体１回に限る）
申 請 期 間� 令和３年４月１日から受付けを開始し、第１回応募期限は５月31日とする。
� 予算残額がある場合のみ随時令和４年２月末まで受付ける。
申 請 方 法� �要項をご覧の上、所定の申請書を村上市社会福祉協議会へ提出してください。
� 要綱・申請書は社協窓口またはホームページからもダウンロードできます。
お問い合わせ� 村上市社会福祉協議会　地域福祉課
� 電　話：62－7757
� ＦＡＸ：62－7780
� メール：tiiki@murakamisyakyou.com

区分１ 住民主体の日常的・継続的な福祉活動
　◇生活支援（買い物・通院等移動支援やゴミ出し支援等）活動
　◇声かけ・見守り（安否確認）活動
　◇配食サービス、子ども食堂などの活動

区分２ 福祉に関する勉強会など
　◇助け合いの仕組みづくりにつながる勉強会、研修会、座談会等
　◇要配慮者への（例えば災害時）支援のための取り組み等

令和４年度 赤い羽根共同募金助成 【世代交流事業】 公募のお知らせ
　村上市共同募金委員会では、多世代の交流を目的とした事業を行う団体を支援するため、下記
のとおり助成を行います。
◆対象団体　　自治会、小・中学校区単位で事業を実施する団体
◆対象年度　　令和４年度��（令和４年４月１日から令和５年３月31日に実施する事業）
◆対象事業　　�子どもから高齢者まで幅広い世代が集まり、遊びやレクリエーション等を通じて

交流することを目的とした世代交流事業
◆助成金額　　１団体　上限２万円（応募多数の場合は減額）
◆申請期間　　令和３年４月１日㈭～５月12日㈬
◆申請方法　　共同募金助成申請書を村上市共同募金委員会へ提出
　　　　　　　※社協窓口またはホームページよりダウンロードできます
◆申込・問い合わせ
　村上市共同募金委員会（村上市社会福祉協議会地域福祉課内）
　〒959-3449　村上市岩船駅前56番地 ☎62-7757　FAX62-7780

詳しくは

お問合せ下さい

『令和３年度ご近所活動助成金』 をご活用ください！

【事業所募金】
 ㈱木村組、㈱村上新聞社

【学校募金】
 山辺里小学校

赤い羽根共同募金報告
（令和３年３月20日現在 敬称略）
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たくさんの善意をありがとうございました
（１月21日～３月20日現在）

【寄付物品】
藤井　准子　様　� 歴史の書籍�等
佐藤　敏秋　様� バスタオル・オムツ他
佐藤　貞子　様　� カバン
大滝　ゆり　様� お手玉・古切手
中村　毅　様� リハビリパンツ・パット
匿名希望　�様� ポータブルトイレ等

【寄付金】
藤井　准子　様� 10,000円
塚田　文也　様� 1,000円
佐藤けさを　様� 3,000円
㈲酒田屋　様� 90,000円

荒川サケ有効利用調査委員会�様� 100,000円
農村地域生活アドバイザー神林地区�様� 25,604円

日赤からのご報告
令和２年度 赤十字協力金
 金額  7,235,893 円 

　多くの皆さまよりご協力を賜り、心より感謝申
し上げます。
　赤十字協力金は、災害時の救助支援や救急法等
の講習会の実施、赤十字ボランティアの活動費等
に充てられます。「いざ」という時の迅速かつ最
適な支援につながっています。
　引き続き、皆さまからのご支援とご協力をよろ
しくお願いいたします。

（令和２年４月１日～令和３年３月31日受付分）

東日本大震災義援金� 63,947円
平成30年北海道胆東東部地震災害義援金� 622円
令和元年台風19号災害義援金� 1,366円
令和２年７月豪雨災害義援金� 53,489円

村上市身体障害者団体連合会
会員を募集しています

　村上市身体障害者団体連合会は、会員
同士の交流を通じ、それぞれの障がいの
克服と自立更生を図ることを目的として
活動しています。

◎年会費　1,000円

◎�村上市社会福祉協議会各支所窓口にて
受付けております。
　�詳しくは下記までお気軽にお問い合わ
せください。
問い合わせ：地域福祉課 62－7757

災害義援金

会費納入にご理解とご協力を賜り
誠にありがとうございました。

㈲とがし商店�様

村上市社会福祉協議会
賛助会員

荒川サケ有効利用調査委員会 様

新発田ガス㈱村上出張所 様

【村上支所】事務局長（介護事業課長兼務）　木村�正夫
　　　　　　総務課長（村上支所長兼務）　山田�昌子
【荒川支所】支 所 長　川村�周司（新採用）
【神林支所】地域福祉課長（神林支所長兼務）　佐藤�小百合
　　　　　　生活支援課長　平田�稔

令和３年４月１日付職員配置（課長以上、支所長）
【朝日支所】支 所 長　相馬�ひとみ
【山北支所】支 所 長　加藤�良成

【令和３年３月31日付退職者】
　佐藤�秀明、佐藤�修平、増子�要作
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社会福祉法人　村上市社会福祉協議会
〒958－8501　新潟県村上市三之町１番１号
TEL（0254）53－3467　FAX（0254）50－0020

E-mail：syakyo.murakami@helen.ocn.ne.jp
ホームページ：http://www.murakamisyakyou.com/

編集・発行
社協むらかみ 検�索

場所：クリエート村上
時間：午前９時～11時30分

5月22日㈯
4月24日㈯
４月・５月の開院日

問い合わせ：地域福祉課　☎62-7757

村上おもちゃの病院

シリーズ　　　 つながり TSUNAGARI
皆さんがつくりあげてきた地域の茶の間や様々な形の居場所をシリーズで紹介します。

　令和２年度はコロナ禍の中、小学校６
校・中学校２校が、高齢者疑似体験セット
等を活用し福祉学習に取り組みました。
　実際の体験を通じて、「車イスでの自走
は大変だった」「年をとると動作が鈍くな
るとわかった」など新たな気づきが生まれ
ていました。
　今後も新型コロナウイルス感染症予防を
徹底し、コロナ禍でもできる福祉学習を提
案していきます。どうぞご活用ください。

福祉学習に取り組んでいます‼

山辺里小学校環境委員会
「共同募金について」

小川小学校４年生
「福祉学習」

　みつばは�、生きづらさを抱えている方が自由に集える “誰が
来てもいい居場所”�です。
　家から出るきっかけの場、心のモヤモヤを少しでも晴らせる
場として利用してみませんか？
　会　　　場：桜ヶ丘高校同窓会館
　　　　　　  （村上市教育情報センター横）
　日　　　時：毎週　水曜・土曜日
　　　　　　　９時30時～15時30分（出入り自由）
　利　用　料：１回100円（１か月上限500円）
　問い合わせ：地域福祉課　62－7757

来てみませんか？
んなの しょにどうみ つ ば

　お茶呑み所　殿岡は昨年９月に再開し順調に開催してきましたが、今年に入り、コロナへの不安・心配
から再休止も検討せざるを得ませんでした。

　しかし「月に一度だけでも集まりたい」という参加者の強い希望から３月の開催を
決め、マスク・消毒といった感染予防の徹底を呼び掛け、コロナ禍でも楽しめること
をと『習字教室』を計画したそうです。
　当日、お伺いすると、会場は静寂な時間が流れ、皆さん真剣に手を動かしていまし
た。手元をのぞいてみると、本格的な筆で書いている方、筆ペンを難なく使いこなし
ている方と様々でしたが、集中し楽しみながら取り組んでいる様子が伝わってきまし
た。内容も日常的に役に立つ冠婚葬祭の表書きから般若心経など自由です。途中、
「鶴」がきっかけとなり鳥の名前を漢字で書いてみよう！に発展し、白鳥・烏・朱鷺・
鶯・鷹・鳶など読めても書けない漢字がたくさんあるね～と話題が広がり、盛り上が

るひと時もありました。
　参加した皆さんからは、「また習字教室をやりたいね」といった声
も聞かれ、今後の茶の間の開催も今まで通り月１回は集まろうとい
うことになりました。
　コロナ禍だから改めて気づいた、人とのつながり、社会とのつな
がりの大切さ。コロナ禍だからひらめいた「静かな楽しみ」皆さん
の思いとアイデアで、殿岡の茶の間がこれからも継続されることを
願っています。

お茶呑み所 殿岡
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